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令和５年度 

田無小学校 １年生  
 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分たちの生活を支えてくれている人々について知り、田無小学校や田無小学校で働

いている人々に親しみや愛着をもてるようにする。 

・学校で働いている人々と自分との関わりを見付け、学校生活を支えている人々のこと

が分かるとともに、楽しく安心して遊びや生活をすることができるようにする。 

 

まとめ コラム 
様々な活動を通して、自分たちの学校生活を支えてくれている人がたくさんいることが分かり、感謝

の気持ちをもつことができました。特に、お仕事体験では、一緒にお仕事をさせていただくことで、イ

ンタビューだけでは分からなかった、働いている方々の思いや苦労を知ることができました。これから

も、色々な方と交流しながら、楽しく学校生活を送れるようにしていきます。  

 

【10 月 24 日】 

 お仕事体験を

させていただ

きました。 

 

【12 月２日】 

学習発表会で学校のみんなや保

護者の方々にも、分かったことを伝

えました。 

【10 月 18 日】 

学校で働い

ている人にイ

ンタビューし

に 行 き ま し

た。役割や働

きを理解する

ことができま

した。 

 

 

だいすき たなししょう 

【10 月６日】 

学校で働いて

い る 人 に つ い

て、知っている

ことを話し合い

ました。意外と

知らないことが

多いことに気付

きました。 

 

この後、これまでの活動で分かったことをポスタ

ーにまとめ、お仕事をしている部屋の前に貼っても

らいました。クラスで発表会もしました。 
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令和５年度 

田無小学校 わかば学級２年 
 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・西東京市の農家の方と野菜を育てる活動を通して、季節の野菜を育てるために必要な技能を身に付け

ることができる。                       

 ・季節の野菜を育てる活動を通して、自分が感じたことや気付いたことを表現することができる。 

 ・西東京市の農家の方と野菜を育てる活動の中で、食に関心をもち意欲的に学ぼうとする態度を養うこ

とができる。 

 

まとめ コラム 
・市内の農家の方をゲストティーチャーとして招いて一緒に活動する中で、多くの児童が「野菜作りについて知りたい」、「活動内 

容を伝えたい」と具体的な気持ちを表現していた。 

・地域の農家の方と同じ野菜を学校の畑で育てることにより、気付いたことを質問して、すぐに活かすことができ、学びを深める

ことができた。 

【9 月 12 日】 

  学校の畑で、

苗植え、種まき

を行う。野菜を

育てるための

道具や機械を

実際に使って、

農家の方が行

っている作業

を体験する。 

 

【10 月 26 日】 

地域の農家を

訪問して、自分

たちが給食で食

べている野菜が

育っている畑を

見学する。農家

の方にインタビ

ューを行う。 

【9 月 7 日】 

地域の農家

の方（畑の先

生）に、土づく

りを教えても

う。野菜に適

した土がある

ことを体験的

に学ぶ。 

 

 

教えて畑の先生！～季節の野菜を育てよう～ 

【9 月 4 日】 

栄養士の先

生に旬の野菜

について教え

てもらう。給食

の野菜が、地元

の地域でつく

られているこ

とを知る。 
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令和５年度 

田無小学校 ５年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

・田無のまちのよさや特色、課題について必要な情報を収集・整理・まとめることができる。 

・田無のまちをもっと住みやすいまちにすることについて自分なりの考えをもち、進んで 

表現しようとする。 

・自分たちの生活との関わりを考え、地域の一員としての自覚をもてるようにする。 

 

田無大作戦！！～田無をよりよいまちにしよう～ 

【１１月１５日】 

話し合い活動

をしました。互

いの意見を尊重

しながら、田無

のまちをよくす

るためのテーマ

を考えることが

できました。 

【９月１２日】 

田無のよいと

ころと課題を保

護者の方々と一

緒に考えまし

た。これまでの

生活を振り返り

ながら、付箋を

貼りました。 

 

【９月１９日】 

 地域の方々か

ら田無の歴史に

ついて学びまし

た。有意義な時

間を過ごすこと

ができました。 

【１２月１９日】 

 人との関わり

が少ないという

理由から、あい

さつをして関わ

りを増やそうと

いうことであい

さつキャンペー

ンを始めまし

た。 

田無について表面的に知っている子どもはたくさんいたが、学習を行うことで、地域

の一員として自分たちに何ができるかを主体的に考えることができた。そして、仲間の

意見を聞いて、地域に対してのよりよい解決策を考え、実行することができた。 
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令和５年度 

保谷小学校 ２年生 
 

 

 

えがおのひみつたんけんたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

【６月２３日】 

町探検に行きました。事前に、地域のお気に入りの場所やお世話になっている人を紹介し合い、「じっさいに行って

みたい。調べてみたい」という興味や関心を高め、町探検の計画を立てました。自分たちの地域には、公園やエコ

プラザ、こもれびホールなどの公共施設や畑、果樹園、公園、消防署などがあり、これまで知らなかった場所や人々

の存在に気付き、地域への理解を深めることができました。 

 

 

【１１月２５日】 

6 月に行った町探検を振り返り、もっと知りたいことや行ってみたいこと、インタビューしてみたいことを話し合

い、グループごとに探検に行く計画を立てました。保護者の方にもご協力していただき、１０か所に分かれて町探

検に行きました。働いている人の姿を観察したりインタビューしたりすることで、地域の方の工夫や思いに気付き、

「これからお家の人といっしょに行ってみたい」「ありがとうを伝えたい」という声がたくさん聞かれました。 

地域の多様な場所や人々に関わる活動や身近な人々と伝え合う活動を通して、地域の

人々と自分たちの生活との関わりや公共物のよさや働きを捉え、身近な人々と関わるよ

さや楽しさが分かり、地域に親しみや愛着をもち、すすんで触れ合い交流することや適

切に生活したり安全に生活したりすることができるようにする。 

 

まとめ コラム 
コロナ禍でここ数年できていなかった、グループごとの町探検を今年度は実現することができました。

地域のお店、農園、公共施設の方々にご協力をお願いしたところ、快く受け入れて下さりました。お忙し

い中、仕事の様子を見せていただき、子どもたちの質問に丁寧に答えていただき、ありがとうございまし

た。子どもたちにとって、地域に愛着をもち、積極的に地域に関わろうとする思いを高めるいい学習にな

りました。 
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令和５年度 

保谷小学校 ３年生 
 

 

  ビオトープたんけんたい～生き物が住む保谷小学校学校 自慢のビオトープを作ろう～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１学期①】 

  まず、保谷小のビオトープを見に行きました。子

どもたちには、「三角池」という愛称で親しまれてい

るビオトープですが、生き物が少ないことや、草が

生い茂っている状態を見て、「きれいにしたい。」「も

っと生き物を増やしたい。」という感想をもちまし

た。 

 そこでまずは、現在いる生き物や植物について調べ

てみることにしました。 

 

【１学期②】 

子どもたちは、ビオトープの生き物や植物につい

て調べていく中で、保谷小のビオトープの環境に適

した生き物や植物が生えていることが分かりまし

た。生き物同士の食物連鎖の関係など深く情報を収

集し、まとめ、分かったことを発表し合いました。   

そして、今のビオトープの生態系を壊さずにどの

ような生き物を増やすことができるか考えていき

ました。 

【２学期①】 

子どもたちは次に、保谷小のビオトープのよさをもっとみんな 

にも伝えたいという気持ちをもちました。そこで、これまで調べ 

てきた生き物や植物に関することやビオトープのよさについてス 

ライドや新聞、ポスター、校内放送など自分が表現したい方法を 

選び、２年生や全校に伝えることにしました。 

  

保谷小のビオトープの生き物や植物に関する調査活動を行い、そこから課題を見出し、

解決に必要な情報を収集し、目的に応じて比較・分類・関連付けて考える力や相手意識・

目的意識を明確にして表現する力を育てるとともに、すすんで生き物や人々と関わった

り、生き物が暮らしやすい環境に改善したりしようとする態度を育てる。 

まとめ 

 

 

【３学期】 

  地域でビオトープに詳しい方がお手伝いくださることになり、ビオトープの掃除や手入れ、より

よい池のデザイン等を一緒に考えてくださることになりました。子どもたちは、ビオトープの先生

との関わりを楽しみしています。 

昆虫などの生き物が好きな子どもたちだったこともあり、興味・関心をもって探究活動を行うことが

できました。地域の方との関わりの面では、なかなか人材が見つからず苦慮しましたが、その分、子ど

もたちは、自分たちで調べて情報を収集し、それを自分たちで発信していく力に繋がったと思います。 
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令和５年度 

保谷第一小学校 ３年生  
 

 

 

        「発見！地いきの自まん」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保谷生まれ保谷育ちの高橋前校長先生が   社会科見学では下野谷遺跡へ 

ゲストティーチャーで登場                    公民館やお店に完成したポスターを掲示しました 

 

 

 

 

 

 

 

「交通量が多い」「歩道がない」など、地域探検か

ら危険な場所を見付けていました。 

【１学期】 

 社会科の地域探

検から、地域で安

全に暮らすために

必要なことを話し

合い、安全マップ

を作りました。 

「知らないことがまだまだたくさんあった」と自

分たちのまちの良さを改めて感じていました。 

 

 

 

【２学期】 

地域の自慢をも

っと知るために

「実際に話を聞

きたい」と地域

の方に取材をし

ました。 

・保谷地域の良さをより深く知り、発信していくために、どんなことをどんな方法で調

べるか考える。 

・タブレットや本からの情報収集、家族・地域の人へのインタビューをして調べる。 

・詳しく調べたり、実際に現地に行き地域の方々と話をしたりすることで、自分たちが

住んでいるまちの良さを実感し、地域への愛着をもつ。 

 

まとめ 
「実は保谷地域で暮らしている人も、知らないことがたくさんあるのでは？」「自分たちのまちの良さをもっと知っ

てもらいたい」という子どもたちの素朴な「疑問」と「思い」から始まった地域の自慢調べ。「地域に発信する方

法は？」「どうやって調べる？」自分たちで計画を立て、知恵を振り絞り、見学やインタビューに行くなど実際に足

を運んで調べました。またインタビューを快く引き受けてくださった地域の方の優しさにも触れることができまし

た。「こんなに良いところがあったんだ」「知れてよかった」など地域への愛着を深めることができました。 
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令和５年度 

保谷第一小学校 ４年生  
 

 

 

        「私たちの未来を守るために」～学校でできる SDGs～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜① 前日には地域の方と染液の準備＞    ＜②染液に入れるとまさかの緑色・・・＞  ＜③開いてみたらきれいな藍色に！＞ 

 

 

 

 

 

 

愛情たっぷりに育てた藍です。子どもたちは「大き

くなあれ。大きくなあれ。」と願いながら植え替えを

していました。 

【６月１日】 

 昨年度末から育

てていた藍の苗。 

だいぶ大きく成

長してきたので、

学校の花壇に移

植をしました。 

 久しぶりに藍の葉を見た子どもたちは「えっ？こ

れが藍なの？気が付かなかった！（笑）」と驚いて

いました。 

 

 

 

【9月 4日】 

夏休み中に大き

く育った藍。こ

の日はみんなで

葉の刈取りをし

ました。 

【10 月 5 日】 

この日は待ちになった藍染体験。地域の方々のお手伝いもあり、

大成功となりました！ 

・学校でできる SDGs の取り組みを調べ、グループごとに計画を立てて取り組む。 

・SDGs 目標１２「つくる責任 つかう責任」の取り組みとして、自分たちでオリジナル

のハンカチを作る。 

・地域の方々に協力してもらいながら、保谷の特産品である藍を育てたり、染め物体験

をしたりすることで、地域への愛着をもつ。 

 

まとめ 
 今年度も地域の方々のお力をお借りすることで、無事に藍染体験をすることができました。昨年度

は屋敷林の花壇をお借りして育てていた藍ですが、今年度は学校の花壇で育てることで、より達成感

を感じることができたようです。年間を通して SDGs に取り組んでいる４年生の子どもたちにとって、

今回の体験はとても有意義なものになりました！３学期は～地域に広げる SDGs～として、今回学ん

だことを各家庭に還していく予定です。自分たちの育ったこの「保谷の地域」に貢献できる子どもたち

に育っていってくれることを願っています！ 
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令和５年度  

谷戸小学校 ４年生 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単元の始めに、「地域のいいところはどこか？」

というアンケートを児童に取った結果、自然が多

いこと（田舎的な要素）や都会的な要素も、どちら

も認識していることが分かりました。 

 

 

  

「地域の緑調べ」「大根作り体験」を通して、身近な自然に対する興味関心が深まりました。また、「自然がなく

なってしまったら生き物は生きていくことはできない」と感想をもつなど、自然と生き物のつながりにも目

を向けることができました。 

大谷農園での大根作り体験 

・９月１９日（火）種まき  

・１０月１７日（火）間引き 

・１２月５日（火）収穫 

・農家の大谷さんにご指導いただきながら、一本２キログラム

もある大根を収穫しました。 

１１月２１日（火）地域の緑調べ 

・自分たちの住む学区域に緑

（自然）がどのくらいあるのか

を調べました。 

谷戸小学校では、ふるさと探究学習を土台として、

環境教育を位置づけ、一年間、総合的な学習とし

て取り組みました。 

地域のよさを見つけよう  

 

身近な自然に対して、興味関心をもち、意欲的に関わり地域の自然のよさ

を見つけることができる。 

 

まとめ 
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令和５年度 

東伏見小学校 ５年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

自分たちの住む町の下野谷遺跡について、現地調査やインタビ
ュー、ネット検索等を活用して調べ、下野谷遺跡の魅力ＰＲ活動
を通して、下野谷遺跡の保存に携わる人の思いや地域の願いに気
付き、地域のために自分にできることを考えることができる。 

 

「下野谷 PR 大使になろう」 

【５月３０日】 

学芸員の方からお

話を聞きながら、下

野谷遺跡公園を見学

した。復元された住

居の下には本当の遺

跡があることや当時

の暮らしについて知

った。 

 下野谷遺跡公園の竪穴式住居が復元されたり整備されたりしたことをきっかけに、東伏見小学校の 5 年生

は下野谷遺跡の魅力を再発見しました。まだ下野谷遺跡のことを知らない 1 年生をはじめ、家族や地域の人、

新しく来た先生方にも知ってもらいたいという思いをもち、この活動をスタートしました。下野谷遺跡を学

習することを通して、地域に愛着をもってもらいたいです。 

【６月２６日】 

下野谷遺跡のこと

を調べて分かったこ

とを、ターゲット

（1 年生）に知らせ

る方法について企画

書を作成し、内容を

班で話し合った。 

【７月１８日】 

自分たちが考えた

企画の実行に向け準

備をした。1 年生を

迎え、発表会をし

た。模型や紙芝居、

クイズやミニゲーム

等、工夫を凝らした

発表だった。 

【１０月１２日】 

2 学期は伝えたい

ターゲットを自分た

ちで決め、そのター

ゲットに合った伝え

方を選択し、企画書

を作成している。ア

ドバイスをし合いな

がら活動している。 
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令和５年度 

東伏見小学校 ６年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
まとめ 

自分たちの住む町の魅力について、現地調査やインタビュー、
ネット検索等を活用して調べる活動を通して、町に住む人の思い
や地域の願いに気付き、町の魅力を向上させるために自分にでき
ることを考えることができる。 

 

「わが町東伏見」 

【５月８日】 

自分が住んでいる

町について、インタ

ーネットで調べた

り、みんなで情報交

換をしたりしまし

た。 

 自分たちが住んでいる地域、東伏見や富士見、柳沢の魅力について調べたり、話し合ったりする活動を通

して、特産品やおすすめのイベントやお店など、町の魅力を再発見することができました。そして、町の魅

力を向上させるためにできることを考え、１学期にはクリーンアップ大作戦として地域のごみ拾いをしたり、

２学期には東伏見駅のイルミネーション制作をしたりするなど、主体的に取り組むことができました。 

【６月５日】 

町の魅力について

調べて分かったこと

を、タブレットのス

ライドにまとめ、グ

ループや学級全体で

交流しました。 

【６月２７日】 

町の魅力をさらに

向上させるためにで

きることを考え、ク

リーンアップ大作戦

として、地域のごみ

拾いをしました。意

欲的に活動すること

ができました。 

【１２月４日～８日】 

町の魅力を向上さ

せるための取組とし

て、東伏見駅を彩る

イルミネーション制

作をしました。ミニ

点灯式では、大きな

歓声があがりまし

た。 
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令和５年度 

向台小学校 １年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期の学校探検や２学期までに学んだこと、経験

したことを思い出しながら、新しく入ってくる１年生

を笑顔にするために伝えたいことを考えました。 

【１年２組】 

研究授業 

「えがおにこにこ 

大さくせん」 

【 ２月 】 

幼稚園との交流会 

に向けた準備 

地域の幼稚園と交流会を行いました。新しい１年

生が笑顔で入学するために、学習のこと、生活のこ

と、行事のことなどを劇やクイズを交えながら伝え

ました。 

【２月２０日】 

幼稚園との交流会 

幼稚園との交流会後、入学してからの自分の成長

を振り返りました。２年生になったら頑張りたいこ

とを伝え合うことで、自分のよさに気付き、進級へ

の期待の気持ちをもちました。 

自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して、自分の成長を支えてくれた人々につ

いて考えることがき、自分が大きくなったこと、自分でできるようになったこと、役割が増

えたことなどがわかり、これまでの生活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをも

ち、成長への願いをもって、意欲的に生活できるようにする。 

 

まとめ 

わくわく どきどき むこうだい小学校 

地域の幼稚園との交流会に向け、各学級で準備を

しました。新 1 年生に喜んでもらいたいという思い

をもちながら、グループで協力して進めました。 

【 ３月 】 

２年生に向けて 

1 学期に実施した学校探検を生かし、3 学期は新１年生に学校のことを教える活動を実施しました。新

1 年生が安心して、楽しく学校生活を送るために知りたいことは何か考え、発表、交流しました。学習を

通して、1 年間の自分の成長を振り返り、２年生になることへの期待の気持ちをもつことができました。 
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令和５年度 

向台小学校２年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えがおのひみつたんけんたい 

【６月 12 日】 

町探検に出かけ、町の様子を見たり、聞いたり

しました。町について詳しくなり、もっと知りた

いことが見つかりました。 

【10 月 26 日】 

お店や公共施設の中を探検しました。お店の様

子やそこで働く人のことに詳しくなりました。 

【11 月８日】 

お店や公共施設の中を見て、気が付いたことを

話し合いました。働く人の手によって、たくさん

の工夫がなされていることに気が付きました。 

【11 月 27 日】 

探検で見たこと、聞いたことを模造紙にまとめ

ました。このまとめを活用して、クラスで発表会

をしました。 

お店や公共施設で働く人々との交流や、町について分かったことを伝える活動を通し

て、自分の住む地域に関心をもち、地域で生活したり働いたりしている人々と自分たち

との関りについて考え、自分の住む地域のよさに気付くことができるようにする。 

 町探検で、町やお店の中の様子を観察したり、お店や公共施設で働く人にインタビューをしたりする

中で、地域の人と自分との関りに気が付き、地域の良さを発見しました。見たり聞いたりしたことの中

から、自分が特に伝えたいことを選び、クラスで発表会を行いました。 

まとめ 
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令和５年度 

芝久保小学校 ２年生  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の知っている場所を通って嬉しそうに説明

する子もいれば、知らないお店を発見して大興奮

の子もいました。 

 

【９月６日】 

 学区域の探検に

出かけました。 

 学区域とはい

え、初めて通る道

もたくさんあり

ます。 

【９月２８日】 

 ３～４人のグル

ープに分かれてお

店見学に行きまし

た。 

 お店の方から、 

グループの友達と相談して、クイズ形式にするな

ど、工夫してまとめていました。 

【10月 17日】 

 お店見学で

分かったこと

をクラスの友

達に伝えるた

めに紙にまと

めました。 

【10月 31日】 

 発表会をし

ました。 

 お店見学の

ときに、引率

のボランテ

ィアをして 

・地域の公共施設や店を見学する活動を通して、そこで働いている人々の仕事や仕事に対す

る思いについて知る。 

・身近な人々と関わるよさや楽しさが分かり、地域に親しみや愛着をもち、すすんで触れ合

い交流することや、適切に接したり安全に生活したりすることができるようにする。 

まとめ コラム 
 学区域探険を通して、これまで知らなかった公共施設やお店などの存在を知り、より詳しく調べたいという意

欲がわいた子どもたち。地域のお店が子どもたちの見学を快く受け入れ、たくさんの「知りたい」に応えてくだ

さりました。お店の方からは、「見学後にまたお店に来てくれて嬉しかった。」とのお声も。学習を通して、子ど

もたちからも、地域の方からも笑顔が見られ、嬉しい成果となりました。（2 年担任） 

えがおのひみつたんけんたい 

店の設備や仕事の内容について教えていただきま

した。子どもたちからも、「仕事をしていて一番う

れしいことは？」などたくさん質問をしました。 

くださった地域の方もお招きしました。 
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令和５年度 

芝久保小学校 ４年生  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アイマスク体験を通して、見えないと知っている

場所でも不安なこと、声をかけてもらうことで安

心することを体感しました。 

 

【９月１５日】 

 アイマスクをし

て、教室や廊下を

ペアで歩きまし

た。 

 

【９月２６日】 

 盲導犬の出前授

業を行いました。 

 視覚障がい者の

方から、盲導犬と

どのように暮らし 

グループの友達と相談して、スライドや紙芝居、劇

など発表方法を工夫して準備していました。 

【11月 9日】 

 テーマごとにグ

ループを作り、

交流や体験活動

を通して、学ん

だことをまとめ

ました。 

【11月 29日】 

 グループご

とに発表会を

しました。 

 社会で共に暮

らすために、自

分たちにでき 

・障がいのある方との交流や体験活動を通して、感じ方や考え方などを理解し、その人の立

場に立って考えることができるようにする。 

・様々な人が社会で暮らしていることを知り、共に暮らしていくために、自分たちにできる

ことを考え、実践しようとする意欲を高める。 

まとめ コラム 
 福祉の学習では交流や体験活動を通して、様々な人々が社会の中で暮らしていることを知りました。今年度は、

盲導犬・認知症・手話体験・図書館バリアフリーの出前授業を行い、たくさんの地域の方にご協力をいただきま

した。お話を聞いて、苦労されていることや便利な器具があること、公共施設にも工夫があることを知り、より

詳しく調べたいという意欲がわいた子どもたちです。学習を通して、子どもたちからも、自分たちにできること

を実践していきたいという思いが発表から伝わり、とても嬉しく思いました。（４年担任） 

住みやすいまちづくり 

（みんながくらしやすい社会をつくろう） 

ているのか教えていただきました。子どもたちか

らも、盲導犬や補装具についてたくさん質問をし、

とても貴重な機会になりました。 

ることを伝え合いました。 
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令和５年度 

栄小学校 ３年生 
 

 

 

        わたしたちの町、みりょく発見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【6 月某日】 

 交番のおま

わりさんに仕

事のくふうに

ついて取材し

ました。 

【9 月 21 日】 

それぞれが調

べた仕事のく

ふうについて

発表しました。 

 

【11 月 11 日】 

学習発表会

で、町のすて

きを劇にし

て紹介した

り、町の人へ

感謝の気持

ちを伝えた

りしました。 

地域のみりょくについて課題をもち、探求した内容を保護者や他の学年に伝える活動をする。その活動

を通して地域を支える人の存在やその思い、自分も町の住人であるということに気づきたい。 

そして、自分も地域に何かできることはないか、と主体的に社会参画していってほしいと願い、この単

元を設定した。 

まとめ コラム 
自分の町のすてきなところを探していくと、たくさんの人が働いていることに気づきました。いろいろな仕

事について知るうちに、自分のまわりにはすてきな大人がたくさんいらっしゃることが分かり、「自分もそん

な大人になりたいな」と話していました。 

 

町の人のすてきなところをたくさん出し合った後に 

学習発表会では「どんなすてきなところを伝えると

よいか」について話し合いました。 

【4 月 28 日】 

町探検に出か

けました。自分

たちの町のす

てきをたくさ

ん見つけるこ

とができまし

た。 

他にも保育園の先生や農家さんなどにも取材しまし

た。取材して分かったことや感じたことをリーフレ

ットにまとめて、読み合いました。 
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令和５年度 

栄小学校 ６年生 
 

 

 

        よりよい西東京プロジェクト ～私たちにできること～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【9 月】 

清掃活動から、わんぱく

公園のごみの種類や量

を体感し、ごみを減らす

ためにできることを考

える中で、「ごみ箱を設

置するとよいのでは」と

いう意見が出ました。 

【10 月】 

見つけた課題ごと

に、グループを作り、

「自分たちができる

こと」という視点で

解決策を具体的に考

えました。そして、ご

みの持ち帰りや安全

に利用できるように

呼び掛けるポスター

を設置したり、ボー

ルゾーンの壁を洗

い、的当て用にペイ

ントをしたりしまし

た。 

【11 月】 

６年生の取組が「第２回にしとうきょう環境アワード」で

奨励賞をいただきました。 

また、１月の学校公開で保護者向けに、２月の地域安全連

絡会では、地域の方に取組を発信していく予定です。 

 

地域の特徴や課題を知り、自分たちでできることを話し合い、その解決に向けた探究的な学習の過程

において、地域と目的意識をもって関わっていく。また、さまざまな視点で問題を捉え、状況に応じ

て課題を解決する力を育んでいきたい。さらに、地域に貢献する活動を通して、地域への関心を高

め、主体的に社会参画していってほしいと願い、この単元を設定した。 

まとめ コラム 
公園にごみ箱を設置する問題点を考えたり、現時点で設置していない理由を知ったりすることで、「ごみ箱があると、散らかることは減っても、

持ち込む人が増えるから、結局ごみは減らない。」や「ごみの分別が守られなかったり、回収しきれなかったりすることで、よい結果にはならな

いと思う。」などさまざまな視点で課題を捉える様子が見られました。活動後には、グループごとに報告し合い、自分たちの取組によって、地域

をよりよくできたのかを話し合いました。その中で、「自分たちはよいと思って行ったことが、実際はどうだったかわからない。」という意見が多

く出されました。そこで、利用する児童や地域の方にアンケートをとり、活動の効果を検証することとなりました。話し合いながら、自分たちが

次に何をしたいのか、何をすべきなのかを決めて、学習を進めていく姿から、地域のことを自分事として考え、主体的に地域・社会に関わってい

こうとする気持ちが高まっていることが伝わってきます。 

 

【6 月】 

自分たちの身の回りを

振り返り、地域のようす

について気付いたこと

を、学習端末を活用しな

がら、学年間で共有し、

意見を出し合いました。

人や環境に分けて整理

し、話し合い活動を経

て、栄小児童も多く利用

する「わんぱく公園」に

焦点化し、現状を調べに

行きました。また清掃活

動を行いました。  

 

 
そこで、ごみ箱を設置することについてさらに意見を出

し合いました。市の公園課の方からの話も取り上げ、多

面的に捉えることができました。 
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令和５年度 

谷戸第二小学校 ３年生 
  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４・５月】 

藍畑を作るため、土づくりから始めました。腐葉土

と石灰と土を混ぜて、やわらかい土にしました。おカ

イコ様のタネを養蚕試験場から送ってもらいました。 

 

まとめ 

「知らなかったね、西東京市」 

・昔、西東京市で育てていたカイコを育て観察し、繭から糸を取り製品化する。 

・昔、西東京市で育てていた藍を育て、叩き染めやしぼり染の作品を作る。 

・昔、江戸時代に西東京市で使っていた様々な道具や市の移り変わりを調べる。 

・西東京市の知らなかった魅力を探して課題設定を行い、タブレットを使った発表会 

を行う。 

【７月】 

藍には水やり当番を決め、かかさず水やりを続けまし

た。おカイコ様は何度も脱皮をくり返し、繭玉を作りま

した。カイコ名人のゲストティーチャーを招きました。 

【９月】 

藍の葉をとり、叩き染めをしました。他にも藍を乾

燥させて、藍染めにも挑戦しました。白い布に藍の色

素が入る瞬間、子どもたちは感動していました。しぼ

り染のデザインは 11 種類あり、タブレットを見なが

らひとりで完成させることができました。 

 

 

【11 月】 

３種の藍染めをつなげて「藍合のれん」にしました。

繭玉は座繰り機を使って木枠に巻き取り、和紙を貼りま

した。これらを展覧会の作品としました。 

昔から西東京市で育てていたカイコや藍から、様々な体験を通して学習をすすめました。体験的な学習では、ふ

りかえりの時間を大切にし、４コマにまとめたり、印象的な物を描いたりしました。また、体験の感想だけでなく、

疑問に思うことも記録し、自分の言葉で表現することもできました。 

３学期は、昆虫や植物だけでなく、大きな枠に課題を広げて、調べ学習、表現活動を行っていく予定です。本校

の研究である「発信する」「共感する」「活用する」などを、タブレットを使ってすすめる予定です。 
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令和５年度 

谷戸第二小学校 ４年生 
  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５月】 

西東京市に

は、どんな人

が住んでいる

のか。そして、

障害者や高齢

者などに注目

し、もしかし

たら暮らしに 

 

まとめ 

「西東京市をくらしやすい町に」 

・西東京市は誰もが暮らしやすい町なのか調査をする。 

・西東京市に住む障害のある方々から話を聞いたり、町の人へインタビューをしたりする。 

・自分たちの行動で、直接情報を入手するため、課題意識をもって取り組むことができる。 

・地域の福祉の現状と自分たちとの関わりについて気付き、地域に愛着をもつとともに、

地域のために、自分たちにできることを考え取り組んでいく。 

くいのではないか。そこから、西東京市は、誰もが

暮らしやすい町になっているのか、調べようという

課題設定をしました。 

【６月】 

視覚障害、聴覚障害の方や車

いすの方との交流をしました。

どのような生活をしているか、

暮らしやすさについての考え

などを知ることができました。 

【９月】 

街頭インタビューをしました。市役所や駅前、田無

神社、公園など、いろいろなところに出かけ、調査を

行いました。町の方々に「西東京市は暮らしやすい町

だと思いますか？」と、インタビューし、町の人の思

いを聞き、情報収集をすることができました。 

【９月】 

これまで集めた情報を

整理・分析しました。暮ら

しやすさにとって大切な

ことは何か、まとめをし

ました。分析の結果から

大切なことは「人と人と

の優しいつながりや関わ

り」と考えました。ここか

ら自分たちにできること

は何か、次の課題設定を

していきます。 

子どもたちは、様々な人と出会い、交流しました。障害者の方々との出会いで、暮らしをよくするためにいろい

ろな道具があることやサービスがあることを知りました。しかし、逆にバリアフリーにしすぎるのも良くないとい

う話もしていただきました。また、耳が聞こえなくても、目が見えなくてもそこには人と人とのかかわりがあるこ

とに気づきました。街頭インタビューをする中でも、優しくインタビューに応じてくださる町の方々との出会いが

ありました。「人と人とのつながり」が暮らしやすい町にとって大切だということを学びました。 
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令和５年度 

谷戸第二小学校 ６年生 
  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月】 

西東京市多文化共生センターより、ベトナム人の

ジェップ先生をお招きして、日本とベトナムの生活

の違いや、ベトナムで困ること、日本に来て困ってい

ることについてお話していただきました。ジェップ

先生や、友達との話 

し合いを通して、地 

域の中にも、外国の 

方々のために解決で 

きそうなことがたく 

さんあふれているこ 

とに気が付きました。 

 

「世界の手助けプロジェクト」 
・身の回りの外国籍の方々から話を聞いたり、社会科の学習と関連させたりして、世界の人々

の困りごとを調べ、整理する。 

・国語科の学習の時間で話し合いをしながら、課題意識をもって自分たちにできるアクション

を計画し、実践することができる。 

・世界に住む外国の人々や、地域に住む外国の方々の現状と自分たちとの関わりについて気付

き、世の中や地域に愛着をもつとともに、自分たちにできることを考え取り組んでいく。 

【１０月】 

三菱アジア子ども絵日記フェスタや日本ユネスコ連

盟より講師の先生をお招きして、西アジア～東南アジ

ア諸国の子どもたちが描いた絵日記の紹介をしてもら

いました。日本に住む私たちとは異なった考え方や生 

活について触れ、価値 

観の多様性に触れなが 

らも、自分たちで問題 

を解決したいという課 

題意識が芽生えまし 

た。 

 

【１１月】 

 
 
 
 
 
 
 
 

国語科の時間を使って、チーム同士で交流しなが
ら、お互いのプロジェクトをプレゼンしました。異な
るプロジェクトの相手に対して、相手意識をもってア
ドバイスをしたり、相手からのリクエスト問題に答え
たりして、ものの見方を広げ、新たな課題を発見でき
ました。 

【１２月】 
話し合いを経て、学級内のチームごとに活動プロジ

ェクトを計画しました。土曜授業でのフリーマーケッ
トチーム、大学と連携してのユネス 
コ活動貢献チーム、街頭でのユニセ 
フ募金チーム、近隣店舗での不用品 
回収活動チーム、全校への情報発信 
チームに分かれて、３学期に実践し 
ます。 

６年生は、日本の暮らしと世界の暮らしが違うことは、これまでの経験や学習から何となく知ってはいたものの、

具体的に理解はしていませんでした。しかし、直接外国の方々の声を耳にすることで、強い課題意識をもつことが

できました。過去の上級生に倣って行っていた募金、年末の大掃除に出てくる不用品、主体的に取り組まなければ

気付かなかった地域の活動に児童自ら参加しながら、直接的にも間接的にも、自分たちと世界の関わりを実感する

ことができ、貴重な学びの機会となりました。 

まとめ 
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令和５年度 

東小学校 ６年生  
 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月３日】 

西東京市では、どのような防災・減災の取組をしている

のかを調べるために、防災・保谷保健福祉総合センターを

訪問しました。 

西東京市の備蓄倉庫の 

見学や、消火器を使った 

消火訓練を行いました。 

 

 

 

 

地域の防災上の課題を見付け、地域のために何ができるか考え 

実践するとともに、防災・減災の意識を高め、行動する力(防災行

動力)を身に付ける。 

まとめ 
 1 年を通して防災意識を高めるとともに、防災行動力を身に付けるべく学習してきました。

自分たちの知識を広げるために、また地域や保護者に広めるために、どんな取組をすることが

良いのか、突き詰めて意見を出し合う姿は、高学年ならではの姿でした。この学習での学びを、

今後の生活に役立ててほしいと思います。 

【１１月１５日】 

 地域や保護者の方から取ったアンケートを基に、「防災  

教室(仮)」の内容を話し合いました。 

 

 

 

 

 

【１１月１１日】 

学習発表会で、今まで学んだ防災・減災のこと

を模造紙にまとめて発表しました。 

地域や保護者の方の 

防災意識を高めること 

を目的とした３学期の 

活動「防災教室(仮)」 

の宣伝も行いました。 

 

 

 

 

 

目指せ！防災リーダー！ 
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令和５年度 

柳沢小学校 ３年生 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月】 

社会科「はたらく人とわたしたちのくらし」で、農家へ見学に行きました。

農家の方がしている仕事の工夫や思いを知ることで、「野菜をもっと食べよ

う！」と考えました。学校で残菜調査をしてみると、野菜が食べられていな

いことに気付きました。 

野菜に興味をもってもらうために、１、２年生に向けて、野菜の魅力を伝え

ました。 

  

【９月、11月】 

野菜ともっと仲良く

なるために、育てるこ

とにしました。農家の

方のご協力で、立派な

大根を育てることが

できました。 

この大根を 

美味しく無駄 

なくいただく 

方法を考えま 

した。 

 

【12 月 15 日】 

地域の野菜の魅力 

や、たくさん食べ 

る工夫について、 

たくさんの人に伝 

えたいと考え、４、 

５年生と農家の方 

を発表会に招待し 

ました。 

スーパーマーケットや近隣の幼稚園・保育園でも

考えたレシピを展示、配布してもらう予定です。 

見た人がもっと野菜をたくさん食べてくれますよ

うに！ 

・西東京市の野菜を知り、農家の方の工夫や思いを知ることで、地産地消の思いを育む。 

・どうしたら野菜をたくさん食べられるのか、地場野菜を使ったメニューを考えたり、

レシピを調べたりして、野菜の魅力やおすすめのレシピを発信する。 

 

まとめ 
この単元を通して、社会科の学習内容への理解が深まるとともに、低学年での学習（生活科）を生

かしながら発展的に活動することができ、高学年での学習（家庭科、社会科、総合的な学習の時間）

への連続した学びも期待できます。 

地域の方や異学年の児童など、多くの方と関わりながら学習することができました。 

 

西東京市の野菜と仲良くなろう 
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令和５年度 

上向台小学校 １年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

【10 月 24 日】 

小金井公園の樹木の会の皆さんに「秋探しツア

ー」に連れて行ってもらいました。樹木の会の皆

さんに様々な木の実を紹介してもらったり、木の

実を使った遊びを紹介してもらったりして、小金

井公園の「秋」を五感で味わうことができました。 

集めた木の実や葉っぱは、自分の宝箱に入れ、

学校に帰ってからも楽しそうに観察していまし

た。 

 

【10 月下旬～ 

11 月中旬】 

自分の宝箱の中

にある「お宝」を使

って、おもちゃ作り

をしました。どんぐ

りコマや松ぼっく

りけん玉、むくろじ

的当てなど、一人一

人が創意工夫を凝

らして活動しまし

た。 

【11 月 27 日】 

 作ったおもちゃをたくさんの人たちと楽しみたい！

という子どもたちの願い。それが、この日に叶いまし

た。向ヶ丘幼稚園の年長さんが来てくれ、子どもたち

は自分のおもちゃの使い方を一生懸命説明したり、上

手にコマを回せたら拍手をしたり、楽しく活動しまし

た。「できた！」という体験が、子どもたちの成長に繋

がりました。 

 

秋の自然を諸感覚を使って観察したり、自然物を使って遊んだりする活動を通して、秋

の特徴や他の季節との違いを見付けることやそれらを使って遊ぶ方法を考えたり、遊

びを楽しく工夫したりすることができ、自然や生活の様子の変化、自然の面白さや不思

議さ、野原や公園のルールやマナーを守って遊ぶことなどについて気付き、季節を取り

入れて遊びや生活を楽しく創り出すことができるようにする。 

     

 

まとめ コラム 
 今年度は、小金井公園の「樹木の会」の皆様との出会いをきっかけとして学習を進めました。遠
足や生活科の虫探しで何度も行ったことのある小金井公園。その公園に、まだまだ知らないことが
あることに気付いたり、そこで見付けたものを使って自分たちでおもちゃ作りをしたりすることを
通して、地域の良さに気付き、その良さを生かしていける子どもたちに育ってくれることを願って
います。来年度からも、自分たちの地域にある良さを見付けたり、新しい発見を楽しんだりするこ
とのできる児童の育成を図っていきます。 

きせつとなかよし あき 「～あきはかせになろう～」 
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令和５年度 

本町小学校 ３年生  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10 月 19 日】 

班ごとに商店街のお店へインタビューに行きました。

店員さんが意識していることや、商品の工夫など、その

お店の特徴について詳しく聞くことができました。 

【11月 21日】 

インタビューしたことをもとに、各班でお店の紹介

ポスターを作りました。そのお店の特徴に合わせてレ

イアウトも工夫し、素敵なポスターができました。 

 

【12月 20日】 

自分の班で調べたお店について、発表をしました。

作ったポスターを見せながら、それぞれのお店の特

徴や紹介について、丁寧に伝えることができました。 

 

自分の暮らす町に愛着をもち、今の自分がどのようにかかわることができるか考える

ことで、自分が地域の一員であることに気付かせ、町のことをもっと知りたいとすすん

で学び、理解を深める。 

まとめ 
「やぎさわ北口商店街を知ろう」の学習では、普段なにげなく利用していた商店街でしたが、詳しく調べたり、商

店街の方にインタビューしたりすることで、お店の工夫や店員さんの思いについて知り、改めて地元の商店街

に目を向ける機会になりました。 

 

やぎさわ北口商店がいを知ろう 

【9月 8日】 

柳沢北口商店街を訪れ、自分が気になったお店を

調べました。お店を見学する中で、どんな工夫をし

ているか考え、まとめることができました。 
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令和５年度 

本町小学校 ５年生  
 

 

 

  食べる事とは？～食について考えよう～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は初回ということで、種もみの中から、元

気に育つものを選別する作業をしました。お米に

も命があるということを実感できました。 

 

【５月１５日】 

「第１回 

お米の学校」 

 新潟から農家の

臼井さんに来て

いただきました。 

【７月１３日】 

「第３回 

お米の学校」 

 田植えから１ヵ月

経ち、稲の健康観察

を行いました。 

 

・「お米の学校」において、種もみの選別から土づくり、田植え、成長管理を行い、秋に

は収穫して食する一連の活動を通して、食や農業へ関心をもち、理解を深める。 

・環境問題を知ることで食品ロスを減らす取組や地産地消に関心をもつ。その上で西東

京市内でとれる野菜に興味をもち、「グルめぐメニュー」の活動に参加する。 

ま と め 

稲の身長（草丈）を測ったり、葉の様子をよく観察

して病気や虫の害にあっていないかを確認したりし

ました。適切な肥料を与え、成長を願いました。 

【７月】 「グルめぐメニューに挑戦！！」 

 食品ロスの問題から地産地消について調べました。

西東京市の秋冬野菜を使ったグルめぐメニューを

それぞれに考案し、食について理解を深めました。 

【１０月２４日】 

「第４回 

お米の学校」 

 夏休みに水やりや観

察を続けてきた稲の

収穫をしました。どの

くらいの収穫量にな

るか計算し、食糧生産

の大変さと有難さを

実感しました。 

「食べる事とは？～食について考えよう～」では、自分たちで土づくりからお米を育てる事で生産者の

苦労を体験し、その後の国語の学習で「給食の食べ残しが課題だから改善したい」が話し合いのテーマ

に挙がるなど、子供たちの食への意識に変容が見られました。グルめぐメニューは市内の店舗での販売

はかないませんでしたが、本校の給食で西東京野菜シチューを提供してもらうことができました。 
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令和５年度 

住吉小学校 ５年生  
 

 

 

  「西東京市から世界へ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【5月 11日】『課題意識の芽生え』 

NPO 法人シーエスアールスクエアの宍戸仙助

先生に来校いただき、東南アジアの山岳少数民

族の子どもたちの生活について教えていただき

ました。 

お話を通して、自分 

たちも何か役に立つこ 

とができないかと今後 

の学習に向けて大きな 

課題意識をもつことが 

できました。 

 

 

【9月 12日】『新たな情報の収集』 

 本校の 4 年生の担任教諭が夏季休業日中にベ

トナムへ行きました。その時の様子を教えても

らいました。現地の人々の現状を広く伝えてい

くことが大切であると 

いうお話をいただき、 

地域への情報発信の必 

要性やそれに向けた意 

欲を高めました。 

 

・・東南アジアの山岳少数民族のくらしについて知り、自分たちには何ができるかを考える。 

・西東京市の一員として、地域にも情報発信し、協力をお願いしながら、支援や交流活動

を計画、実施する。 

まとめ コラム 
学びの中で自分事として課題意識をもつことができた子どもたちの表情は輝いています。学習が進む

につれて「こんなことしてみたらどうかな？」「こんな風にしたら、地域の人にも興味をもってもらえる

んじゃないかな？」と、どんどん案が出てくるようになりました。展示発表に対して地域の方からいた

だいたアンケートもとても嬉しそうに見ています。地域の一員としての意識も大切にしながら、人のた

めに自分たちには何ができるかを探究しながら学びを深めていきたいと思います。 

【10月 8日】『地域への発信』 

 これまでに聞いたお話や自分たちで調べた内

容を整理・分析し、地域のルピナス会館で行われ

た催しで展示発表をさ 

せていただきました。 

池澤市長をはじめ、多 

くの方に展示を見てい 

ただき、感想もいただ 

くことができました。 

  

 

【12月以降】『支援の実現』 

 主にベトナムの山岳少数民族のくらしを知る

ことを通して、「募金活動で集めたお金で学用

品を寄付したい。」「日本の昔遊びの紹介で楽し

んでもらうのはどうかな。」など、少しずつ支援

の案も出てきました。今後さらに自分たちにで

きる支援の形を検討し、地域や保護者の方々に

も協力を呼び掛けながら、支援の実現へ向けて

学習を進めていきます。 
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令和５年度 

けやき小学校 ５年生  
 

 

わたしたちの地球（環境） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【9月２９日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５月～】 

身近な自然環

境に関わるニュ

ースに触れ、環境

について考えて

いく見通しをも

ちました。 

 

地球環境の現状

の課題を把握する

ため、西東京市環

境保全課の職員に

よる出前授業を受

けました。 

 

・地域社会の課題について理解を深め、よりよい地域社会との関わり方に気付く。 

・目的に応じ、情報を集め、整理・分析し、自分の考えをもつことができる。 

・自分の考えを目的や相手に応じてまとめ、わかりやすく表現することができる。 

・課題の解決に向け、友達や地域の人と主体的・協働的に学習に取り組む。 

 

コラム 
地球環境について、外部の講師による様々な角度からの話を聴いて、私たちの小さな努力が大き

な結果に結びつくことを学習できました。さらに、自分たちでも調べ学習を進め、統計資料を活用

しながら身近で起きている環境問題について現状と課題を発表し合いました。３学期は学校や家庭

でできる取り組みについて考え実践していく予定です。 

 

身近な環境について友達と交流し、疑問に思ったこ

と、もっと知りたいと思ったことを話し合いまし

た。 

 

 

 

【2030年問題についての話】 

 

【CO2 を可視化するために実験を

通して説明していただきました。】 
【実験に参加して確かめました。】 

家庭や学校で今私たちにできる取り組みについて教

えていただきました。 

【９月～】 

 

「世界を変える 30歳未満の日本人 30人」の一人に選ばれた、化学者の村木風海さんをゲスト

ティーチャーに迎え、地球温暖化問題の現状と課題についてお話をしていただきました。 
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令和５年度 

けやき小学校 ６年生  
 

 

自分の将来を見つめよう（キャリア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５月～】 

１年生とのか

かわりや学校の

ためになる活動

を考え、校内の安

全見守りなど取

り組みました。 

 

【９月～】 

1 学期の活動を

通して、自己理解

を深めた上で、働

くことの意義につ

いて考えました。

また、興味のある

仕事について調べ

スライドにまとめ

ました。 

【12月 8日】 

地域の働き手の方から働くことの意義ややりがいについてお話を聞きました。 

 

 

・職業について調べる活動を通して、様々な職業のよさやそこで働く人々の思
いに気付く。 

・自己の将来の夢や、そのために今しなければならないことについて考える。 
・学んだことをこれからの自己の生き方や生活に生かそうとする。 

まとめ コラム 
興味のある職業について調べてまとめる活動を経て、働き手のリアルな体験談や考えに触れるこ

とが出来ました。より働くことの意義について深く理解することが出来たようです。年間を通して

キャリアについて考えている 6 年生にとってとても有意義な時間となりました。今後は今回のお

話も踏まえて、自分の将来についてより深く考え、発表する予定です。 

 

友達と試行錯誤しながら役割を果たす中で自分

の長所や得意を捉え、自己理解を深めていくこと

ができました。 

 

 

 

【消防署の仕事】 

 

【海外での仕事】 

 

【障がい者サッカーコーチの仕事】 
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令和５年度 

田無第一中学校 １年生 
 

 

 

西東京を知る 「トレジャーハンター」の取り組みを通して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

西東京市の伝統・文化・自然に関する学習を通し、各自が西東京市に関する
お宝を探す。また都心との共通点、相違点を比較・分類し、西東京市の魅力を
再発見する。 

まとめ コラム 
自分たちが暮らす西東京市についての探究的な学習に、主体的協働的に取り組むことで地域の特徴やよさに気づ

くことができました。また、自分たちの生活が人々の努力や工夫によって支えられていることが理解できたと思います。 

【９月１６日】「トレジャーハンター発表会」 

夏休みに、トレジャーハン 

ターとして、地域に関心を 

もち、西東京市の「お宝」 

を探し出しました。事前調 

査・実地調査・インタビュ

ーなど調査の仕方を学び、調査対象について調べた

ことをまとめ、９月１６日の学校公開で一人一人発

表しました。 

【１１月２日】「校外学習 上野・浅草・押 

上が多くの人を集める魅力は何か？」 

多くの人が訪れる上野・ 

浅草・押上には、どんな

お宝が知られていて、誰にとってどんな魅力がある

のかを調査するために、校外学習へ行ってきまし

た。お宝やその周りの様子を目で見て、観光客や従

業員にインタビューし、実際に体験することで、自

分たちが魅力だと予想したこととの違いに気付き、

新たな魅力を発見することができました。 

【11 月 24～27 日】「校外学習 スライドによるレポート作成」 

 

インターネットを介して様々な情報を得られる時

代ですが、校外学習で実際に見て、聞いて、体験し

て得た情報はネットで探しても見つからない大変

貴重なものとなりました。生徒自ら予想を立て、現

地で予想の検証をし、そこから考察をして、スライ

ドレポートにまとめました。レポートを互いに読み

合いコメントし意見交換を行いました。 

【６月１６日】「西東京市を知る会」 

西東京市の豊かな自 

然や歴史的な文化 

財、住みやすいまち 

づくりに取り組む人々 

がいることを知るとと

もに、よりよい地域社会のあり方について考えました。

市役所 公民館 ゆめこらぼ（西東京市市民協働推進

センター）のお話を聞き、「誰一人取り残さない」まち

づくりの課題は何かを考えました。 



 

37 

 9 月に行われる地域 

での職場体験に向けて、 

仕事とは何か？地域に 

はどんな仕事があるか？ 

などを掘り下げて働く 

ことの意味、大切さを知るところから学習を始めまし 

た。クラスで様々な職業を分担して調べ、様々な仕事 

情報を学級・学年で共有しました。 

 

 様々な職業につい 

て考え、情報として 

共有した後、実際に 

「自分たちの地域にどん 

な職業があるのか？」と 

理解を深めた上で、実際に自分が体験したい職業 

の希望調査をして体験先を決定していきました。 

 そして、決定した体験先について体験前に調べ学

習を通して知識を深めました。 

令和５年度 

田無第一中学校 ２年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6 月下旬から 7 月にかけて 

自分たちの出身小学校でもある 

小学校の後輩へ、一中の魅力を 

伝え、中学校へ安心して進学し 

てきてもらうために、学級で協 

力をして小学生がわかりやすいようなプレゼンテーシ 

ョン資料を工夫して作りました。 

そして、当日は地域の３つの小学校の全クラスに代表 

            表班が 1 班ずつその目的を 

            果たすために訪問し、それ 

            ぞれが代表の自覚をもって 

            プレゼンテーションをして 

            くることができました。 

【9 月 19 日】 

①地域の職場を通し、事前の調べ学習や当日の体験をすることで、地域の社会構図への理解を深める。また、働く 

 ことを通して地域の中にいる自分を考えるきっかけにする。（知識、技能、学ぶ姿勢） 

②地域に貢献できることに積極的に取り組み自ら情報を発信できる力をつける。（思考、判断、表現、） 

③地域の施設の取組を理解し、自分たちの住んでいる街の理解を深める（知識） 

 

 ご協力をいただいた

様々な地域の施設や企

業（職場）で、いろいろ

な職種を通して一人一

人が貴重な体験をさせ

ていただきました。 

 

 いよいよ 3 日後に迫っ

た職場体験学習に備え

て社会に出て働く上で

のマナーを学び、職場体

験への心構えを強めま

した。 

住んでいる街(西東京市)を知る。理解を深める。関わる。 

【5 月 1 日～】 【5 月 25 日～】 

【9 月 22 日】 

【6 月下旬～7/13 日】 
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まとめ 

コラム 
・秋の職場体験に向けて働くことの意味を考えながら地域における様々な仕事を知ることができました。今年  

 度は 1 日の体験しかできなかったものの、地域の職場に勤めている方々の協力を得て、働くことを理解する 

 とともに、地域のコミュニティを知ることができ、感想には働くことの大変さと地域で働いてくれている方 

 への感謝の意識がありました。 

・地域の学校との交流を通し、小学校には地域の先輩としての自覚、支援学校との交流では様々な環境下にあ 

 る多様性を知り、地域を通して社会に対する視野を広げることができました。 

・西東京市で行っている「まちなか先生」の活動を通し、それまで知らなかった市の取組を知るとともに、職 

 場体験前のマナーに関する授業を自らの職場体験学習につなげることをしていました。 

  

 

 

 今年度の「（西東京市を）知る。理解を深める。関わる」というテーマのもと様々な地域の現状を知るととも 

に理解を深めることができた。また、活動を通して今年度一中の研究テーマである「デジタル･シティズンシップ

教育」も活かしながら、適正なデジタル機器の活用能力や表現力も高まったのではないかと思う。 

  来年度に行われる修学旅行では、日本の歴史が詰まった古都の街の学習を行う。その学習を活かし、自分たち 

の住んでいる街や地域（西東京市や東京都）を未来にどう残していくのがよいのかを考えて、将来的な行動に 

結び付けていける力を育成していきたい。 

  田無特別支援学校と

も地域の学校同士とし 

 て交流をし、互いの学

校について理解を深め

ました。 

 6 月 9 日と 11 月 15 日には市内の図書館の方を

講師に招き「まちなか先生」としてクラスごとに

授業をしていただきした。市内の図書館などが行

っている取組を教えていただくことで、普通に生

活していると知らずに終わってしまうことを知

ることができ、改めて市内の活動の幅広さを実感

することができました。 

 

「ボッチャ」という競

技を田無特別支援学

校から教えていただ

き実際に競技を通し

て交流しました。 

【11 月 9 日】 【6 月 9 日＆11 月 15 日】 
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令和５年度 

保谷中学校 ２年生 
 

 

         保谷中の魅力が伝わるパンフレット（学校案内）づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内容・担当決め】 

保谷中の魅力を伝えるためにどのような内容にし

ようか班で話し合い、担当するページを決めました。 

 

 

 

・保谷中学校の一員として学校の魅力について調べ、良さを知る。 

・自ら課題を設定し、必要な情報を収集していく中で考えを深めていく。 

・学習を通して学んだことを来年度の修学旅行に生かす。 

まとめ 
小学６年生に保谷中の魅力を知ってもらうためにはどのような内容のパンフレットにすればよいかを考

えることで、自分たちの学校の魅力を再発見することができました。必要な写真を撮ったり、小学生にわか

りやすい文章を考えたりする活動を通してどうしたら相手により伝わるか考えを深めることができました。 

【クラス発表】 

【小学生の感想】 

工夫したことなどをまじえながら、作成したパンフ

レットの発表をクラスごとに行いました。 

 

 

小学校からパンフレットを読んだ６年生のお礼の

手紙が届きました。 

 

 

【保谷中パンフレット配布隊】 

各クラスの代表として選ばれた班が集い、

学年で発表会を行いました。その中で優秀作

品に選ばれた二班のパンフレットを、近隣の

小学校に配布しに行きました。 
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令和 5 年度 

保谷中学校 3 年生 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10 月】 

社会の授業で、「西東京市をよりよくする方法」に

ついて考え、班で優先順位をつけた。 

【12 月 12 日】 

「西東京市をよりよくするための企画・提案を考えよう」 

６つのジャンルに分かれグループを作り、個人の提案を発

表し、その中から班で提案する内容を絞り込む。 

①公立中学校・小学校について 

②地域の自然・広場に関すること 

③便利な生活のために 

④高齢者福祉・障碍者福祉・児童福祉 

⑤子育て支援・少子化対策・子供のための施設 

⑥防災対策・安全な街つくり 

 

 

クラスでジャンルごとの発表を聞き、質問や意見の

交換を行い、発表内容をブラッシュアップする。 

 

ジャンルごとに集まり、他クラスの発表を聞く。 

同じジャンルの中でも、取り上げた内容や企画が

様々だった。スライドの作り方や発表方法にクラス

発表からのレベルアップが感じられた。 

【1 月 16 日】 

ジャンル別の発表会 

まとめコラム 

西東京を誰もが住みやすい街にするために、できることを考えてみよう 

・西東京市への愛着を持ち、地域社会に参加・参画する態度を育成する 

・「探求的な見方・考え方」を働かせ、総合的・横断的な学習を通して、 

よりよく課題を解決する力、社会の中で自己の考えを表現する資質・能力を育成する 

現在の市内の公園の状況を調べ、学生が球技を楽しめる施設をどこに作るのが良いか検討したグループ。 

勉強と遊びの両方ができる公共施設の計画。中学生がベビーシッター部の活動として子育てのサポートをする企

画。市内の危険個所を防災面・交通安全・防犯面で検証する。障がい者や高齢者の視点で安全な街つくりの提案。 

など、中学生の柔軟な発想のもと様々な企画が提案されました。スライド作成や発表の方法もレベルアップが感じ

られました。 

 

【12 月 25 日】 

クラス内発表会 
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生徒の感想から 

 

 

今まで西東京市についてあまり関心を持っていなかったが、この学習で西東京についてたくさん調べ、改善の 

余地を見出すことができた。また、良いところを見つけることもできた。西東京市は目立つことはないが、 

平和であると感じた。 

 

普段「こうなったらいいな」と思っていることを、企画し形にすることが楽しかった。また、他のクラスの 

発表を聞き、実際に採用されればよいと思うことが多くあったので、今後の西東京市政に活かしてほしいと 

感じた。 

 

改めて西東京市の良さを知ることができた。これからも自分の故郷に誇りを持っていきたいと持った。 

 

西東京市がほかの地域と比べてどのような特色があり、どのように良くしていけるのかたくさんの班の 

発表を聞いて考えることができた。また、発表ではそれぞれの班に個性があり、聞いていて楽しむことが 

できた。他の地域の人にも良さを伝えていけると良い。 

 

自分たちのやりたいことはたくさん思いつくが、そこから予算を決めたりすることが大変だと感じた。 

特にその企画を実行したときに起こりそうなリスクを考えるのが大変だった。何か一つについて配慮すると、 

他のリスクが生まれる場面があった。多くの企画にボランティアを集めるという話があったが、簡単には 

集まらないのではと思った。 

 

同じジャンルでも提案内容は様々で、他クラスのいろいろな考えを知ることができて面白かった。〇〇班 

の発表では、でてくるだろう課題とそれに対する解決策を出していて、発表の仕方が良いと感じた。 

もっと時間をかけて学習したかったと感じた。 
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令和５度  

ひばりが丘中学校２年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

（１）西東京市内にある職場で「働くこと」で仕事への意義ややりがい、地域への愛着を深める。 

（２）西東京市に貢献する意欲・意識の育みとともに、各事業所の SDGs への取り組みを学ぶことで、

自分の将来を考える契機とする。 

（３）働いている人と接する機会を通して、社会で必要なルールやマナーについて学ぶ。 

職場体験 

【９月 29 日】 

各事業所の協力のもと、職場体験を実施しました。

SDGs の取り組みも間近に見ることで、身近な課題と

してより一層意識しました。 

【９月１日】 

ハローワーク三鷹による、マナー講習を受けて、

働く際のルールやマナーを学習しました。 

 

【９月 14 日】 

体験先に挨拶に伺います。事前学習では、西東京市の

各事業所の SDGs への取り組みも調べました。実際にど

んなことを行っているのか質問しに行きます。 

【10 月 26 日】 

事後学習として、個人の振り返りを模造紙に

貼ります。 

 各事業所のご理解・ご協力のもと、生徒たちは「働く」ということを肌で感じる貴重な体験をすることができました。従業

員の方々から「とても真剣に話を聞いてくれる。」「小さい子どもたちのお世話を一生懸命行ってくれる。」と言った嬉しいお

言葉もいただきました。 

 何気なく暮らしている「西東京市内」で働くことで、地域の一員としての自覚がより一層芽生えました。 
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令和５年度 

田無第三中学校 ２年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
まとめ 

 

① 事業所や店舗で、実際に就労する体験を通し、働くことの意義を考え、自己の将来を広い視野でと

らえる。 

② 地域の人々に触れ合い、交流を深め、多くの人々に支えられているという実感を持ち、様々な生き

方を学ぶ。 

③社会の一員としてのマナーを身に付け、自分で判断し、行動する力を培うきっかけとする。   

職場体験 

コンビニエンス

ストアで品出し

を体験しました。

お客さんに大き

な声で挨拶をす

ることができま

した。 

 

 

 

 

【4月～7月 事前学習】  

・職業調べ 

・職場希望調査 

・マナー指導 

・事前打ち合わせ電話 

・事前訪問指導・事前訪問 

・前日指導 

 

➡事前学習では、社会人としての心構えや言葉遣

いについて学びました。 

【7月 7日 職場体験当日】 

数年ぶりの職場体験のため 1 日のみの体験でしたが、地域の事業所にご協力いただき、生徒が生き

生きした表情で体験活動を行うことができました。事後学習では、生徒自身のキャリアを見つめ直すと

ともに、協力事業者の方との交流を深める機会となりました。 

【7月 7日 職場体験当日】 【7月 10日～ 事後学習】 

時計会社で、時

計の電池交換と

バンドの調節を

体験しました。

また、企画・営業

についての話を

聞き、工場も見

学させていただ

きました。 

 

 

 

 

お世話になった

体験先にお礼状

を書きました。

また、職場体験

で学んだことを

個人新聞にまと

めました。 
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令和 5 年度 

柳沢中学校 1 年生   
  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

（1）市内を巡りながら、班行動において協力・助け合いを実践し、その大切さを知る。 

（2）校外における集団生活の在り方、公衆道徳などについて理解し、必要な行動の仕方

を身に付ける。 

 

チェックポイントで、先生より謎解きを

もらいます。 

 

下野谷遺跡に到着しました。 

 

市内を巡る中、各チェックポイントで“謎解き”が配られ、その謎解きを解くことで、次の目的地の場

所が分かるというレクリエーションを織り交ぜながら行いました。難しい謎解きも「う～ん」と頭を悩

ませながら、班員で協力しながら楽しく取り組んでいました。みんなで解いた問題が正解だった時の

「やったー！」という喜ぶ姿はとても印象的でした。たくさんの生徒が「疲れたけれど楽しかった」と

感想を書いていました。 

市内を巡りながら各チェックポイントでとの関わりの良さ  ・担任の感想 ・保護者・地域の

声 ・指導の工夫・改善点 など 

 

タコ公園のベンチで謎解きをしています。 田無神社に到着しました。 

校外学習「市内巡り」 
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令和５年度 

田無第四中学校 ２年生  
 

 

         職場体験 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消防署】 

 

訓練の様子や所内

の様子を見学しま

した。 

体験終了時には修

了証をいただきま

した。 

 

 

【農園】 

 

農場での作業につ

いて学び、ブルー

ベリーの収穫と収

穫後の作業を体験

しました。 

 

【幼稚園】 

 

幼稚園の先生方

と一緒に園児た

ちの世話をし、大

勢の園児たちの

前で読み聞かせ

も行いました。 

 

 

【公民館】 

 

自分たちの町の

公民館の仕事に

触れ、田無四中

のボランティア

部が作ったポス

ター掲示をしま

した。 

 

(１)西東京市内にある様々な事業所の中から、希望する職種を選ぶ。 

(２)事前訪問などを行い、体験の時間や事業所までの道のり、ルールなどを共有する。 

(３)事業所ごとに分かれ、職場体験を行う。 

(４)体験終了後、地域への感謝を込めて体験先へのお礼状を書く。 

まとめ 
西東京市内の各事業所様にご協力いただき、生徒たちは様々な体験をしました。体験中、真剣な顔つき

で作業に没頭する姿や体験先の方と和やかに談笑する様子などが見られ、生徒たちにとって地域の中

でのとても貴重な経験となりました。生徒たちが皆、忙しそうにしながらも楽しく充実感にあふれた表

情をしていたことがとても印象的でした。 

 
 

 

 

 

活動内容 
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